
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
、
９
月
20
日
か
ら
の
大
雨
を
は
じ
め
、
大
き
な

自
然
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
ま
し
た
。
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
被
災
地
で
復
旧
・
復
興
に
尽
力
さ

れ
て
い
る
関
係
者
の
皆
様
方
の
御
努
力
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

林
野
庁
と
し
て
も
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
「
奥
能
登
地
区
山

地
災
害
復
旧
対
策
室
」
を
設
置
し
、
国
直
轄
に
よ

る
災
害
復
旧
事
業
等
に
当
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
に
向

け
て
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
と
い
う
考
え
の
下
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靱
化
の
た
め
の
森
林
整
備
・
治
山
対
策
を
強
力
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
の
夏
も
暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
。
地
球
温

暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
を
抑
制
す
る
こ
と
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
政
府
は
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
を
目
指
し
て
お
り
、
日
本
全
体
で
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
と
と
も
に
、
森
林
な
ど

に
よ
る
炭
素
吸
収
が
必
要
で
す
。

我
々
森
林
・
林
業
関
係
者
と
し
て
は
、
内
閣
府

の
森
林
に
期
待
す
る
役
割
に
つ
い
て
の
世
論
調
査

で
も
、「
地
球
温
暖
化
の
防
止
」を
挙
げ
た
人
が
最

も
多
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
し
っ
か
り
と
森
林
を
整

備
し
、
二
酸
化
炭
素
を
効
率
よ
く
吸
収
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

戦
後
我
が
国
で
造
成
さ
れ
て
き
た
人
工
林
の
約

６
割
が
50
年
生
を
超
え
、
高
齢
級
化
が
進
み
毎
年

の
吸
収
量
が
減
少
す
る
一
方
、
木
材
と
し
て
の
利

用
期
を
迎
え
て
お
り
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植

え
て
、
育
て
る
」
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
確
立

し
、
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

森
林
資
源
の
循
環
利
用
は
、
山
村
地
域
の
経
済

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
伐
採
し
た
木

材
を
木
造
建
築
・
木
材
製
品
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
で
、
ま
ち
の
中
で
も
炭
素
を
貯
蔵
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
林
野
庁
で
は
、
路
網
の
整
備
や
再

造
林
の
低
コ
ス
ト
化
、
木
材
加
工
流
通
施
設
の
整

備
等
に
よ
る
生
産
基
盤
の
強
化
、
J
A
S
材
や

C
L
T
を
用
い
た
建
築
実
証
等
に
よ
る
木
材
の
需

要
拡
大
、
技
能
検
定
制
度
の
活
用
等
に
よ
る
担
い

手
の
育
成
・
確
保
な
ど
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の

総
合
的
な
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
国
民
の
４
割
以
上
が
罹
患
し
て
い
る

と
い
わ
れ
る
花
粉
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
発

生
源
と
な
る
ス
ギ
林
の
伐
採
・
植
替
え
や
需
要
拡

大
、
花
粉
の
少
な
い
苗
木
の
生
産
拡
大
な
ど
の
取

組
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
J
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
で
は
、
こ
れ

ま
で
に
約
1
︐1
0
0
万
ト
ン
C
O
2
が
認
証

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
約
11

0
万
ト
ン

C
O
2
が
森
林
由
来
の
吸
収
系
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
約

1
7
0
万
ト
ン
C
O
2
が
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
由
来

の
削
減
系
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
森
林

由
来
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
量
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
民
間
資
金
の
呼
び
込
み
に
向
け
て
、
引
き
続

き
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
と
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ

ト
へ
の
活
用
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

今
後
、
我
が
国
は
、
人
口
の
減
少
・
高
齢
化
が

加
速
す
る
局
面
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
木
材
需

要
の
多
く
を
占
め
て
き
た
住
宅
分
野
で
の
国
産
材

の
利
用
促
進
に
加
え
て
、
病
院
や
福
祉
施
設
な
ど

の
公
共
建
築
物
、
オ
フ
ィ
ス
や
商
業
施
設
な
ど
の

中
高
層
建
築
物
の
木
造
化
・
木
質
化
を
進
め
、
国

産
材
需
要
の
さ
ら
な
る
拡
大
に
努
め
ま
す
。

「
都ま

市ち

の
木
造
化
推
進
法
」に
基
づ
く
国
と
事
業

者
等
に
よ
る
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
の
締
結

件
数
は
、
昨
年
10
件
が
加
わ
り
計
25
件
と
な
り
、

小
売
業
者
な
ど
の
木
材
の
最
終
消
費
者
と
の
協
定

も
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
さ
ら
に
拡
大

し
、
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

林
業
界
に
お
け
る
人
手
不
足
が
課
題
と
な
る

中
、
外
国
人
材
の
受
入
れ
に
向
け
て
、
昨
年
９

月
、
複
数
年
の
就
業
が
可
能
な
特
定
技
能
１
号
、

技
能
実
習
２
号
・
３
号
の
適
用
対
象
に
林
業
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
業
界
団
体
の
皆
様
と

も
連
携
し
、
作
業
現
場
に
お
け
る
労
働
安
全
の
確

保
に
配
慮
し
つ
つ
、
外
国
人
材
も
含
め
た
担
い
手

の
育
成
・
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
は
、
林
業
関
係
の
制
度
に
い
く
つ
か
動
き

が
あ
り
ま
す
。

森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
市
町
村
や
都
道
府
県
、
地
域
の
関
係
者
と
、

受
け
手
と
な
る
林
業
経
営
体
の
連
携
を
強
化
し
、

迅
速
に
集
積
・
集
約
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
た
な
仕
組
み
を
創
設
す
る
た
め
、
森
林
経
営
管

理
法
の
改
正
法
案
を
通
常
国
会
に
提
出
し
ま
す
。

４
月
に
は
改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
が
施
行
さ

れ
ま
す
。
違
法
伐
採
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、
ク

リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
・
ナ
ビ
で
の
情
報
提
供
や
説
明
会

等
に
よ
り
制
度
周
知
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
事

業
者
負
担
軽
減
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開

始
し
、
合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
を
促

進
し
ま
す
。

林
野
庁
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ

て
い
く
と
と
も
に
、
我
が
国
に
暮
ら
す
全
て
の
皆

様
が
、
国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵
養
、
自
然
環
境

の
保
全
、
公
衆
の
保
健
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
、

林
産
物
の
供
給
な
ど
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能

の
恩
恵
を
末
永
く
享
受
で
き
る
よ
う
、
民
有
林
・

国
有
林
が
一
体
と
な
り
日
々
邁
進
し
て
い
く
所
存

で
す
。
本
年
も
、
関
係
者
の
皆
様
、
そ
し
て
国
民

の
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
、
皆
様
一
人
ひ
と
り
に
と
っ

て
実
り
多
き
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ

う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

青山長官年頭所感
令和７年　

2025.1  VOL.214 林野3




